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ごあいさつ

国立環境研究所理事長　渡辺 知保

　国立環境研究所では、毎年環境月間に合わせて、研究で得られた最新の知見

を広く一般の方に知っていただくために、公開シンポジウムを開催しています。

　私たちの環境は大気・陸地・海洋、そして生態系など様々な要素から成り立って

いますが、水が最も重要な要素の一つであることは間違いありません。大気に含

まれる水分は気候・気象に大きな影響を及ぼします。陸地において水の量と質は

人間の住むことができる場所を決める大きな要因です。そして海洋の水の流れは

気象にも水産にも影響を与えます。過去を見れば、主要な公害問題は水の汚染と

関係して起こりました。

　本シンポジウムでは、このように私たちと地球にとってかけがえのない水に

ついて、最新の研究の一端をご紹介することにより、水が私たちの生存・生活、

持続可能性にとって持つ意味、豊かな水環境を維持するあらたな技術などに

ついて考えてみたいと思います。多くの皆様のご参加を心よりお待ちいたします。
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③うみは宝もの －海底鉱物資源開発と海洋環境保全の両立に向けた取り組み－

⑤生きものが棲める水を還そう －生物を用いた水環境評価・管理－

※プログラムの内容は、一部変更となる場合があります。

ポスターセッションの要旨は 8 ページより

ポスターセッション
（水・大気、気候変動、生態系、アジア、化学物質、健康、資源循環、災害など）

16:25～17:30

休憩14:55～15:10

開会挨拶 国立環境研究所理事長 渡辺 知保13:00～13:10

閉会挨拶 国立環境研究所理事 原澤 英夫16:20～16:25

①地球温暖化と「水」
 地球環境研究センター 塩竈 秀夫

13:10～13:45

②遥かな尾瀬の水環境史 －湿原環境モニタリングと将来－

生物・生態系環境研究センター 野原 精一

13:45～14:20

地域環境研究センター 越川　 海 

14:20～14:55

④バイオエコ技術を活用した流域水環境修復とその新しい展開

資源循環・廃棄物研究センター 徐　 開欽

15:10～15:45

渡部 春奈環境リスク・健康研究センター

15:45～16:20

ポスターセッション
（水・大気、気候変動、生態系、アジア、化学物質、健康、資源循環、災害など）

11:45～13:00

プログラム
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1
地球環境研究センター  塩竈 秀夫

地球温暖化と「水」

　我々の地球には、海水、海氷、水蒸気、雨水、雪などの様々な形態の「水」が存在し

ています。人間活動による温暖化は、単に気温を上げるだけではなく、これらの「水」

に大きな変化をもたらすと予測されています。

　温暖化によって海水面の温度が上昇し、さらに大気中に含まれる水蒸気量も増え

ることで、海水面から蒸発する水蒸気量が増加します。水蒸気量の増加は、世界平

均で見ると降水量の増加をもたらします。しかし、気候システムは複雑で、全ての地

域で降水量が増えるわけではなく、熱帯や高緯度では降水量が増加しますが、亜熱

帯では降水量が減少すると予測されています。

　大気中の水蒸気量が増加することによって、現在では10年に1度しか発生しないレベルの強い雨も、頻繁

に発生するようになります（図）。また水蒸気量が雨粒に変わる際に生じる熱、いわゆる凝結熱は台風のエ

ネルギー源となりますが、大気中の水蒸気が増加することによって、台風の強度も増大すると予測されてい

ます。

　温暖化が進行すると雪が雨として降るようになって、多くの場所で年間降雪量が減ります。ただし、山間

部などの非常に気温が低い場所では、どか雪が増えてしまいます。また、温暖化は、海氷の減少や海水温、

海面水位（海面の高さ）の上昇など、海にも影響をもたらします。

　本講演では、地球温暖化が「水」にもたらす影響をご紹介していきます。これらの気候の変化を、どの程度

避けられるかは、我々が温室効果ガスの排出量をどれだけ削減できるかにかかっています。また、避けきれ

ない気候変動の影響に対処するための政策も必要になってきます。

現在10年に1回の頻度で発生するような強い雨が、将来2℃温暖化した時に何倍の頻度で発生するようになるか予測した図。

(倍)
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2 遥かな尾瀬の水環境史 －湿原環境モニタリングと将来－

　冬はもっと寒かったと感じている年長の生態学者でも気候変動について身近な環

境問題として十分に捉えていませんでした。しかし、近年多発する大型台風、大洪水

等は陸水域・沿岸域の生態学者も重要な攪乱として考慮しないではいられない時代

となりました。

　そこで気候変動の湿原への影響を探るため「平成23年7月新潟・福島豪雨」を例に

洪水情報と地形情報から尾瀬ヶ原における洪水の影響評価を行いました。既存の標

高データから地形図及び湿原流域図を作成し、2017年6月に無人飛行機（ドローン）

を用いて尾瀬ヶ原で高度100mから約8000枚の写真を撮影し、合成画像と立体画像を作成しました。そ

の画像から網状河川に分流して流下するなど尾瀬ヶ原の詳細な地形と水の流れや洪水状態が良く把握でき

ました。水質・底質の調査や河川と湿原について水位の連続観測も行いました。融雪時に河川水位は1.1m

～2.3mも上昇し、秋季に大雨で7mの水位上昇がみられました。下ノ大堀川や東電尾瀬橋では厳冬期にも

かかわらず水位が異常に上昇していました。

　一方尾瀬沼の外来種の水生植物コカナダモの32年のモニタリングの結果、コカナダモの成長は植物自身

による内的原因と気象・水質・底質の環境変化や藻類の繁茂等の外的原因によるものが見られました。猛暑

の夏の2010年にはコカナダモ群落が殆ど消滅し、水草帯が無植生になりました。ところが2016～2017年

には以前と同程度に群落が復活しました。わずかな植物体から完全復活に要した時間はきわめて短期間で

した。自然湖沼・湿原では長期的な野外調査や不断の監視を怠らず、環境要因との総合的な解析がたいへ

ん重要です。

ドローンから撮影した尾瀬ヶ原における総合学術調査の様子

生物・生態系環境研究センター  野原 精一
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うみは宝もの
－海底鉱物資源開発と海洋環境保全の両立に向けた取り組み－

地域環境研究センター  越川　 海

3

　最近、日本周辺海域の海底鉱物資源に関する話題がテレビや新聞で報道される

ようになりました。資源小国の日本が一躍資源大国になるかもしれない！と思うとと

ても夢のある話です。なかでも、沖縄近海の深海底には、有用貴金属やレアメタルを

豊富に含む「海底熱水鉱床」が相次いで発見されています。平成26年に始まった内閣

府戦略的イノベーション創造プログラム「次世代海洋資源調査技術（海のジパング計

画）」では、熱水鉱床開発に必要な先進的な探査・掘削技術の開発が産学官連携で

行われていますし、昨年夏には、経済産業省の関連機関が中心となって、沖縄近海

の水深1600mの海底鉱物を洋上まで直接回収するという大規模な試験を世界で初めて成功させました。

こうした技術開発は世界でも関心が高く、本格的な商業開発もそう遠い未来の話ではないのかも知れません。

　一方、商業開発が始まると、採掘過程で発生する鉱物混じりの濁りやその再堆積が深海生態系に影響を

及ぼす可能性があります。また、採掘した鉱物を深海から洋上へ回収する過程では、海水と鉱物が混じり合っ

た水が発生します。その管理方法を誤ると深海だけでなく表層の生態系にも思わぬ影響を及ぼすかも知れ

ません。こうした懸念に対して、国際海底機構などの国際機関では、環境影響評価の枠組みや技術構築の

ための議論も活発に行われています。

　国立環境研究所は、もともとは海底鉱物資源開発とは関わりの薄い研究所でしたが、「海のジパング計画」

に参加して、海洋研究開発機構とともに熱水鉱床開発の環境影響や評価・監視手法の開発を行ってきました。

本日のシンポジウムでは、国立環境研究所の成果をご紹介すると共に、海底鉱物資源の開発と環境保全の

両立について考えてみたいと思います。

海底熱水鉱床開発と懸念される環境影響
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バイオエコ技術を活用した流域水環境修復とその新しい展開

資源循環・廃棄物研究センター  徐　 開欽

4

　アジア地域の水環境は経済と人口の急成長に伴い、各種未処理排水排出による

深刻な水質汚濁やアオコ汚染の被害が続出しています。新興国を含む開発途上国で

は、水環境関連の法令の不備や不十分な運用、関連省庁間の調整不足、情報の入手・

伝達・共有の困難、人材や予算の不足などの課題を持っています。健全な水環境と水

資源を確保する戦略の構築のため、国際連携による水環境修復技術の開発・普及が

緊急の課題です。

　水環境修復のために、排水中の有機物・窒素・リンなどの汚濁物質を効率よく除

去する必要があります。即ち、微生物による水質浄化の条件を最適に保持する反応槽（バイオリアクター）

を活用したバイオエンジニアリングと、生態工学の技法を導入して土壌・水生植物などの機能を最大限発

揮させるエコエンジニアリングを組み合わせたバイオ・エコエンジニアリング（いわゆるバイオエコ技術）を、

流域に効果的に整備することを目指しています。この基盤となる研究施設が、日中韓三ヵ国環境大臣会合

（TEMM）の合意に基づいて2002年に設置されたバイオ・エコエンジニアリング研究施設（図-１）です。本

研究施設において、開発途上国に適応可能な水環境修復技術の開発・評価が実施され、国際的ネットワー

クの拠点となって推進されています。

　本講演では、世界の水問題、有毒アオコの発生現状と動向を踏まえ、バイオエコ技術を活用した流域水

環境の修復、開発途上国（主に中国を中心）における水環境修復の研究協力事例、そして環境意識の向上・

環境教育と流域水環境再生のための対策の在り方と新しい展開について紹介します。
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生きものが棲める水を還そう －生物を用いた水環境評価・管理－

環境リスク・健康研究センター  渡部 春奈

5

　公害問題が深刻だった1950～1970年代に比べて、現在皆さんの身近にある川は

透明できれいな川になったかもしれません。確かに、排水規制や化学物質規制の導入、

下水処理場等の普及や排水処理技術の向上により、有機物汚濁やヒトに対し有害な

物質は減少してきました。しかし、新しい化学物質は毎日約15,000種増えており、日々

10万種に上る化学物質を使用しているといわれています。事業場排水にも様々な化

学物質が存在すると考えられますが、一方で、事業場排水に対して排水基準がある

のはたった44項目で、このうち水生生物保全のために設定されているのは3物質だ

けです。果たして現在の事業場排水は「生きものが棲むことができる」状態なのでしょうか？

　生きものが棲める水を目指すため、河川水や排水に直接、魚類、ミジンコ、藻類などの水生生物を入れて、

生存や成長、繁殖への影響を評価し、その影響を低減していく手法が諸外国では1990年代から排水や水

環境の管理に導入されており、国内でも長年、活用方法が検討されています（図1）。生物を用いる試験によっ

て、未規制の化学物質も含む排水中の化学物質群の影響を、排水総体として直接評価することができます。

我々の研究グループが平成20年度～28年度にかけて述べ128試料の排水を試験した結果では、41%の排

水が10倍希釈しても、藻類、ミジンコ、魚類のいずれかの生物に有害な影響を示しました。平成29年度か

らはこのうち6事業場を対象に、事業者の協力のもと、原因究明調査や影響低減対策に取り組んでいます。

　本講演では、原因究明調査や影響低減対策の一例をご紹介するとともに、生物を用いた水環境評価・管

理手法を普及していくための課題について取り上げたいと思います。

図1　生物を用いた排水等の評価・管理手法の概要
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地球環境を診察し、アドバイスする －地球環境研究センターの取り組み－

地球温暖化による暑熱ストレスの増大が労働者に与える影響とその対策

陸域観測技術衛星「だいち」を利用した北極永久凍土融解による地盤沈下量の観測

東アジア地域のメタン放出量を減らすには？

気候変動下の海藻藻場とサンゴ群集の分布変化

マングローブの林から水に溶けて運ばれる二酸化炭素の動き －石垣島・吹通川のマングローブ林での観測例から－

霞ヶ浦で越冬する水鳥はレンコンを食害するのか？糞のDNA分析から探る食物利用

霞ヶ浦におけるリンのダイナミクス －水中におけるリン化合物の計測－

DNAから読み解く日本のコイのルーツ

放射性セシウムはどのように淡水魚に取り込まれる？

地域環境評価に基づく環境配慮型復興まちづくり支援

持続可能な地域づくりと小地域の空き家分布

低炭素、超高齢化の社会に対応したモビリティ開発

ディーゼル排ガスはきれいになったのか？ －交差点での長期大気観測から分かったこと－

高解像度マップで見る東京都の人為起源CO2排出

下水処理場への電力モニタリングシステム導入および電力消費量予測モデルの開発

モノは長く使うべき？短く使うべき？ －家庭用エアコンの製品寿命と環境負荷の関係を事例として－

将来における廃棄物処理事業とは？

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） －これまでに分かったこと－

社会対話・協働推進オフィス －環境研究と社会の架け橋－
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ポスター
地球環境を診察し、アドバイスする
－地球環境研究センターの取り組み－1

地球環境研究センター 広兼 克憲
（協力：町田 敏暢、小熊 宏之、井手 玲子、野村 渉平、梁 乃申、寺本 宗正、松永 恒雄、向井 人史、三枝 信子）
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ポスター 地球温暖化による暑熱ストレスの増大が労働者に与える影響とその対策2

社会環境システム研究センター 高倉 潤也
（筑波大学との共同研究）
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ポスター 3 陸域観測技術衛星「だいち」を利用した
北極永久凍土融解による地盤沈下量の観測

環境計測研究センター 内田 昌男
（宇宙航空研究開発機構(JAXA)、アラスカ大学国際北極研究センターとの共同研究）
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ポスター 東アジア地域のメタン放出量を減らすには？4

地球環境研究センター 伊藤 昭彦、平田 竜一、齊藤 誠、遠嶋 康徳、斉藤 拓也、梅澤 拓、寺尾 由希夫
（海洋研究開発機構との共同研究）
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ポスター 気候変動下の海藻藻場とサンゴ群集の分布変化5

生物・生態系環境研究センター 熊谷 直喜・山野 博哉
（北海道大学・国立極地研究所との共同研究）
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ポスター 6

環境計測研究センター 近藤 美由紀
（岐阜大学、神戸大学、琉球大学、早稲田大学、産総研との共同研究）

マングローブの林から水に溶けて運ばれる二酸化炭素の動き
－石垣島・吹通川のマングローブ林での観測例から－
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ポスター 7

生物・生態系環境研究センター　安藤 温子・井上 智美・小熊 宏之・竹中 明夫
（京都大学・茨城県・日本野鳥の会茨城県との共同研究）

霞ヶ浦で越冬する水鳥はレンコンを食害するのか？
糞のDNA分析から探る食物利用
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ポスター 8

地域環境研究センター 篠原 隆一郎

霞ヶ浦におけるリンのダイナミクス
－水中におけるリン化合物の計測－
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ポスター 9

生物・生態系環境研究センター（琵琶湖分室） 馬渕 浩司
（神奈川県立生命の星・地球博物館 瀬能 宏 氏との共同研究）

DNAから読み解く日本のコイのルーツ
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ポスター 10

福島支部 石井 弓美子、松崎 慎一郎、林 誠二

放射性セシウムはどのように淡水魚に取り込まれる？
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ポスター 11

福島支部 平野 勇二郎、戸川 卓哉、辻 岳史

地域環境評価に基づく環境配慮型復興まちづくり支援
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ポスター 12

社会環境システム研究センター 石河 正寛

持続可能な地域づくりと小地域の空き家分布
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ポスター 13 低炭素、超高齢化の社会に対応したモビリティ開発

地域環境研究センター 近藤 美則
（東京都市大学、大阪府立大学、（株）アキュレイトシステムズ、豊田鉄工（株）との共同研究）
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ポスター 14

環境リスク・健康研究センター 藤谷 雄二
（共同研究者：高橋 克行、伏見 暁洋、長谷川 就一、近藤 美則、田邊 潔、小林 伸治）

ディーゼル排ガスはきれいになったのか？
－交差点での長期大気観測から分かったこと－
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ポスター 15

地球環境センター Richao Cong、齊藤 誠、平田 竜一、伊藤 昭彦、Shamil Maksyutov 

高解像度マップで見る東京都の人為起源CO2排出
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ポスター 16

社会環境システム研究センター 牧 誠也、藤井 実、藤田 壮、白石 靖、芦名 秀一

下水処理場への電力モニタリングシステム導入および
電力消費量予測モデルの開発
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ポスター 17

資源循環・廃棄物研究センター 西嶋 大輔、小口 正弘、南齋 規介

モノは長く使うべき？短く使うべき？
－家庭用エアコンの製品寿命と環境負荷の関係を事例として－
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ポスター 18

資源循環・廃棄物研究センター 河井 紘輔、大迫 政浩

将来における廃棄物処理事業とは？
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ポスター 19

エコチル調査コアセンター 磯部 友彦、岩井 美幸、小林 弥生、須田 英子、関山 牧子、道川 武紘、山崎 新、中山 祥嗣

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）
－これまでに分かったこと－
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ポスター 20

社会対話・協働推進オフィス

社会対話・協働推進オフィス －環境研究と社会の架け橋－



阿部 裕明

今藤 夏子

寺園 淳

磯部 友彦

近藤 美由紀

永島 達也

今瀬 修

志田 健治

野田 響

岡川 梓

高見 昭憲＊

平野 勇二郎

小野寺 崇

鶴田 慎二郎

藤谷 雄二
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　国立環境研究所では、毎年６月の環境月間にあわせて公開シンポジウムを

開催しています。

　また、４月と７月には、つくば本構で一般公開を行い、講演、パネル展示、

体験型イベントなどにより、環境問題についてわかりやすく説明します。

　今年の「夏の大公開」は7月21日（土）の予定です。「夏の大公開」の情報は、

国立環境研究所のホームページ（http://www.nies.go.jp/）で随時お知らせ

します。

お 知らせ



〒305-8506 茨城県つくば市小野川16-2

つくばエクスプレス「つくば駅」よりバス10分

JR常磐線「ひたち野うしく駅」よりバス13分

東京駅より高速バスで65分「つくばセンター」よりバス10分

※いずれも「環境研究所」バス停で下車

http://www.nies.go.jp/

kouhou0@nies.go.jp

企画部広報室　TEL.029-850-2309
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：

：

：

：
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